
東南隅櫓【重要文化財】
二条城の外堀の四隅は、見張り台と
しての隅櫓が建てられ、普段は武器
庫として使われていました。

二の丸庭園【特別名勝】
池の中央に蓬莱島、左右に鶴亀の島
を配した書院造庭園です。1626年
(寛永3年)の後水尾天皇行幸のために
作事奉行・小堀遠州のもとで改修さ
れました。

二の丸御殿【国宝】
東南から北西にかけて、遠侍、式台、
大広間、蘇鉄の間、黒書院、白書院
の6棟が雁行形に立ち並ぶ御殿です。
将軍の威厳を示す虎や豹、桜や四季
折々の花を描いた狩野派の障壁画(模
写画)で装飾されています。

東大手門【重要文化財】
二条城の正門にあたり、現存の門は
1662年(寛文2年)頃の建築と考えら
れています。

唐門【重要文化財】
二の丸御殿の正門にあたり、切妻造、
桧皮葺の四脚門でその屋根の前後に
唐破風が付きます。
門には⾧寿を意味する「松竹梅に
鶴」や、聖域を守護する「唐獅子」
など、豪華絢爛な極彩色の彫刻を飾
ります。


